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Investigation by dredge net of Ark Shell, Scapharca subcrenata,
in Lake Nakaumi

は　じ　め　に

　かつて中海においてサルボウガイは重要貝類であ
り，漁獲ならびに養殖が盛んに行われていた．漁獲
統計1）が残っている1950年以降の漁獲量を見ると，
1970年にかけて200トン～1,600トンの漁獲があっ
た．また，この頃は養殖用稚貝の天然採苗も盛んに
行われており，岡山県，佐賀県，広島県などへ多く
出荷していた．しかし，その後，水質，底質の悪化，
さらには中海・宍道湖干拓淡水化事業に伴う堤防
建設等の影響によりサルボウガイの漁獲は激減し，
1977年を最後に統計上漁獲がなくなった．
　ところが近年，一部水域において漁業者の操業す
る刺網の網糸や延縄の綱などを噛んだ（挟んだ）状
態で採集されるという情報があり，サルボウガイの
資源に回復の兆しが見られる．そこで，本種の分布
状況を把握するために中海漁業協同組合との共同調
査として，桁曳き網調査を行った．本報告は，この
調査で得られた本種の分布状況を取りまとめたもの
である．
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調　査　方　法

　本調査は中海漁業協同組合所属昌次丸（0.99トン）
により，松江市八束町の大根島東側で行った（図1）．
使用した漁具は，かつてサルボウガイ用として使用

していた貝桁網（図2）である．調査は2006年11月
21日に実施し，調査ラインを10ライン設け，各調査
ラインとも1回操業を行った．調査ライン①～⑨は
南北方向に，⑩は東西方向に曵網し，各調査ライン
とも曵網距離200ｍを目安に操業を行った．なお，
曵網距離は曵網開始点と終了点の緯度，経度をＧＰ
Ｓで記録し，国土地理院ホームページ地図閲覧サー
ビスにより2点間の距離を求めた．また，曵網面積
は算出した曵網距離に貝桁網の網口幅112㎝を乗じ
て求めた．採集した試料は各調査ラインごとに採集
個数の計数と殻長測定を行った．

図 1．調査海域および調査ライン
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結　　　　　果

サルボウガイの採集個数と生息密度　表1に採集個
数，生息密度ならびに曵網距離，曵網面積を示した．
　採集物を見ると，生貝だけでなく，多くの空貝も
混ざっていた（図3）．この空貝は，殻の状態から判
断して，死後あまり時間が経っていないものと考え
られた．

図 2．使用した貝桁網

表 1．調査ラインの採集個数ならびに曵網時間 ,曵網距離

図 3．貝桁網での採集物

図 4．全採集物による殻長組成
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　今回の調査では計718個のサルボウガイ（生貝）
が採集され，各調査ラインの採集数は3～140個で
あった．最も多く採集されたのがライン⑤で140個，
一方，最も少なかったのがライン⑨で3個であった．
各調査ラインの生息密度は，100ｍ曵網当りでは2．
3～95.2個，1㎡当りでは0.02～0.83個であり，ライ
ン④，⑤周辺に多く分布し，この2ラインを中心に

東西に向け少なくなる傾向がうかがえた．特にライ
ン⑨は船舶航路確保のため，掘り下げられた場所で
もあり，採集数が少なかったのは，他の調査ライン
よりも水深が深くなっていることが影響している可
能性があると考えられた．

殻長組成　図4に全採集物による殻長組成を，図5に
各調査ラインの殻長組成を示した．今回採集された
試料は殻長10～48.5㎜であり，各調査ラインとも殻
長25㎜以上のものが多く採集された．そして，殻
長30～32.5㎜と殻長37.5～42.5㎜を中心とする2つの
モードが見られた．日下部2）によると，中海におけ
るサルボウガイの成長は満1年で殻長23㎜，満2年で
殻長37㎜，満3年で殻長46㎜と成長することから，
採集された個体は1歳貝，2歳貝が主体であったと推
定される．また採集数は僅かではあるが殻長12.5～
17.5㎜のものが採集された．これは当歳貝と考えら
れ，今回使用した漁具の網目合が30㎜であったた
め，曵網中および取り上げ前の洗浄中に多くは抜け
落ち，その残った一部と考えられた．
　本種は満2年で親貝になる2）ことから，今回試験
操業を行った水域には母貝集団，そして当歳貝の存
在が確認され，この調査海域は中海における生息場
所の一つであることが明らかとなった．
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図 5．各調査ラインの殻長組成




